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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第19期
第２四半期
連結累計期間

第20期
第２四半期
連結累計期間

第19期

会計期間
自 平成27年10月１日

至 平成28年３月31日

自 平成28年10月１日

至 平成29年３月31日

自 平成27年10月１日

至 平成28年９月30日

売上高 （百万円） 148,640 179,892 310,665

経常利益 （百万円） 23,738 13,346 35,341

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 11,258 2,628 13,612

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 13,564 6,410 18,476

純資産額 （百万円） 84,766 94,670 92,614

総資産額 （百万円） 134,911 155,372 156,597

１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 89.64 20.90 108.36

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 89.33 20.81 107.91

自己資本比率 （％） 53.4 49.2 49.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 13,143 326 28,246

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △8,656 △9,904 △15,224

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △3,627 △3,639 453

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） 39,425 38,882 51,767
 

　

回次
第19期
第２四半期
連結会計期間

第20期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年１月１日

至 平成28年３月31日

自 平成29年１月１日

至 平成29年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 42.54 10.36
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　平成28年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。このため、第19期の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額を算定しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の

内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。　

　なお、第１四半期連結会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理

の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。　
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　

 
２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

(1)　経営成績の分析

平成29年３月末における一般世帯のスマートフォン普及率は69.7%（注１）まで拡大し、平成29年のスマート

フォン広告市場は、前年比23.7％増の8,010億円（注２）と順調な成長が見込まれます。特に動画広告市場（PC含

む）の急成長が予想され、平成29年には前年比39.9%増の1,178億円に拡大し、平成34年には2,918億円に達すると

予測されております（注３）。

このような環境のもと、当社グループは、引き続きスマートフォン市場の成長を取り込む一方で、中長期の柱

に育てるため、「AbemaTV」等の動画事業への先行投資を強化し、当第２四半期連結累計期間における売上高は

179,892百万円（前年同期比21.0％増）、営業利益は14,306百万円（前年同期比41.0％減）、経常利益は13,346百

万円（前年同期比43.8％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は2,628百万円（前年同期比76.7％減）となり

ました。

出所　（注１）内閣府経済社会総合研究所「消費動向調査（平成29年３月実施調査結果）」

（注２）Ｄ２Ｃ／サイバー・コミュニケーションズ「2016年インターネット広告市場規模推計調査」

（注３）当社／デジタルインファクト「国内動画広告の市場動向調査」

　

セグメント別の業績は次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しておりますので、以下の前年同期比較に

ついては、前年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

　

①メディア事業

メディア事業には、「AbemaTV」、「FRESH!」、「Ameba」等が属しております。

「AbemaTV」等の動画事業への先行投資により、売上高は12,341百万円（前年同期比10.9％増）、営業損益は

9,722百万円の損失計上（前年同期間719百万円の利益計上）となりました。

　

②ゲーム事業

ゲーム事業には、㈱Cygames、㈱サムザップ、㈱ジークレスト、㈱アプリボット、㈱Craft Egg等が属しており

ます。

既存タイトルが堅調な中、新たなヒットを創出し、売上高は70,514百万円（前年同期比22.8％増）、営業損益

は14,370百万円の利益計上（前年同期比8.9％減）となりました。

　

③インターネット広告事業

インターネット広告事業には、インターネット広告事業本部、㈱CyberZ等が属しております。

スマートフォン向けのインフィード広告（注）や動画広告の順調な販売等により、売上高は101,350百万円（前

年同期比20.0％増）、営業損益は10,040百万円の利益計上（前年同期比26.2％増）となりました。

（注）インフィード広告：Webサイトやアプリのタイムライン等に掲載される広告
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④投資育成事業

投資育成事業にはコーポレートベンチャーキャピタル、㈱サイバーエージェント・ベンチャーズにおけるファ

ンド運営等が属しており、売上高は897百万円（前年同期比38.8％増）、営業損益は29百万円の利益計上（前年同

期比57.4％減）となりました。

 

⑤その他事業

その他事業には、㈱シーエー・モバイル、㈱ウエディングパーク等が属しており、売上高は5,986百万円（前年

同期比37.6％増）、営業損益は773百万円の利益計上（前年同期比74.6％増）となりました。

 
(2)　財政状態の分析

（総資産）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は155,372百万円（前連結会計年度比1,225百万円の減少）となりま

した。これは、主に法人税等及び配当金の支払等に伴う現金及び預金の減少によるものであります。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における負債は60,701百万円（前連結会計年度比3,281百万円の減少）となりまし

た。これは、主に法人税等の支払いに伴う未払法人税等の減少によるものであります。

（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は94,670百万円（前連結会計年度比2,055百万円の増加）となりまし

た。これは、主に有価証券評価差額金及び非支配株主持分の増加によるものであります。

（自己資本比率）

当第２四半期連結会計期間末における自己資本比率は49.2％（前連結会計年度比0.1ポイント減）となりました。

 

(3)　キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比べて12,885百万円減少し、

38,882百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは326百万円の増加（前年同期間は13,143百万円の増加）となりました。こ

れは、主に利益の計上及び法人税等の支払によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは9,904百万円の減少（前年同期間は8,656百万円の減少）となりました。

これは、主に固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは3,639百万円の減少（前年同期間は3,627百万円の減少）となりました。

これは、主に配当金の支払によるものであります。

 
(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5)　研究開発活動

当社グループの研究開発活動は、ゲーム事業におけるコンソール機向けゲームコンテンツの開発であり、当第２

四半期連結累計期間の研究開発費の総額は872百万円であります。

EDINET提出書類

株式会社サイバーエージェント(E05072)

四半期報告書

 5/21



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 505,706,400

計 505,706,400
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成29年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年４月28日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 126,426,600 126,426,600
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数は100株
であります。

計 126,426,600 126,426,600 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成29年３月31日 － 126,426,600 － 7,203 － 2,289
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(6) 【大株主の状況】

平成29年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

藤田　晋 東京都渋谷区 25,909,600 20.49

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８―11 6,699,600 5.30

JP MORGAN CHASE BANK 385632
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON, E14 5JP,
UNITED KINGDOM（東京都港区港南２丁目15－１品川
インターシティA棟）

5,016,586 3.97

NORTHERN TRUST CO.(AVFC) SUB
A/C NON TREATY(常任代理人　香
港上海銀行東京支店カストディ
業務部)

50 BANK STREET CANARY WHARF LONDON, E14 5NT, UK
(東京都中央区日本橋３丁目11－１)

3,877,321 3.07

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 3,600,900 2.85

JP MORGAN CHASE BANK 385174
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

25 BANK STREET, CANARY WHARF, LONDON, E14 5JP,
UNITED KINGDOM（東京都港区港南２丁目15－１品川
インターシティA棟）

2,138,500 1.69

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口５）

東京都中央区晴海１丁目８―11 2,018,800 1.60

THE BANK OF NEW YORK 133524
（常任代理人　株式会社みずほ
銀行決済営業部）

RUE MONTOYERSTRAAT 46, 1000 BRUSSELS, BELGIUM
（東京都港区港南２丁目15－１品川インターシティA
棟）

1,944,400 1.54

STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY 505001（常任代理人　
株式会社みずほ銀行決済営業
部）

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101 U.S.A
（東京都港区港南２丁目15－１品川インターシティA
棟）

1,874,383 1.48

SAJAP（常任代理人　株式会社三
菱東京UFJ銀行）

P.O.BOX 2992 RIYADH 11169 KINGDOM OF SAUDI
ARABIA（東京都千代田区丸の内２丁目７－１）

1,746,100 1.38

計 ― 54,826,190 43.37
 

(注)１　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）の所有株式のうち、信託業務に係る株式数は

4,284,600株であり、それらの内訳は投資信託設定分2,636,500株、年金信託設定分1,648,100株となっておりま

す。

　日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）の所有株式のうち、信託業務に係る株式数は2,611,900

株であり、それらの内訳は投資信託設定分2,021,800株、年金信託設定分590,100株となっております。

　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口５）の所有株式2,018,800株には、信託業務に係る株

式はありません。

２　三井住友信託銀行株式会社から平成29年４月６日付で大量保有報告書の提出があり、平成29年３月31日現在

で、次のとおり株式を保有している旨の報告を受けております。

氏名又は名称 住所
保有株式数

(株)

発行済株式総

数に対する所

有株式数の割

合(％)

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番１号 5,451,800 4.31

三井住友トラスト・アセットマ

ネジメント株式会社
東京都港区芝３丁目33番１号 346,600 0.27

日興アセットマネジメント株式

会社
東京都港区赤坂９丁目７番１号 708,900 0.56

計 ― 6,507,300 5.15
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 －  － －

議決権制限株式（自己株式等） －  － －

議決権制限株式（その他） －  － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）  

－ －
  普通株式 699,716

完全議決権株式（その他） 普通株式 125,717,200 1,257,172
権利内容に何らの限定
のない当社における標
準となる株式

単元未満株式 普通株式 9,684 － －

発行済株式総数  126,426,600 － －

総株主の議決権 －  1,257,172 －
 

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式が27,800株含まれておりま

す。また「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数278個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）      

㈱サイバーエージェント
東京都渋谷区道玄坂
一丁目12番１号

699,716 － 699,716 0.55

計 － 699,716 － 699,716 0.55
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成

19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年１月

１日から平成29年３月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年10月１日から平成29年３月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けてお

ります。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 51,774 38,884

  受取手形及び売掛金 42,572 48,123

  たな卸資産 ※  192 ※  330

  営業投資有価証券 12,591 12,631

  その他 7,703 10,179

  貸倒引当金 △187 △130

  流動資産合計 114,647 110,017

 固定資産   

  有形固定資産 8,633 8,800

  無形固定資産   

   のれん 1,821 1,719

   その他 18,607 20,990

   無形固定資産合計 20,429 22,709

  投資その他の資産   

   その他 13,394 14,359

   貸倒引当金 △506 △514

   投資その他の資産合計 12,888 13,844

  固定資産合計 41,950 45,354

 資産合計 156,597 155,372

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 27,601 32,856

  短期借入金 854 895

  未払法人税等 11,169 6,924

  その他 22,512 17,819

  流動負債合計 62,137 58,495

 固定負債   

  長期借入金 91 173

  勤続慰労引当金 762 923

  資産除去債務 890 966

  その他 101 144

  固定負債合計 1,845 2,206

 負債合計 63,983 60,701
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(平成28年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,203 7,203

  資本剰余金 4,780 4,789

  利益剰余金 63,573 62,222

  自己株式 △765 △740

  株主資本合計 74,791 73,473

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 2,440 2,938

  為替換算調整勘定 △91 91

  その他の包括利益累計額合計 2,348 3,030

 新株予約権 516 644

 非支配株主持分 14,957 17,521

 純資産合計 92,614 94,670

負債純資産合計 156,597 155,372
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高 148,640 179,892

売上原価 92,619 119,908

売上総利益 56,020 59,984

販売費及び一般管理費 ※  31,780 ※  45,677

営業利益 24,239 14,306

営業外収益   

 受取利息 6 7

 受取配当金 50 53

 為替差益 － 154

 その他 43 58

 営業外収益合計 99 274

営業外費用   

 支払利息 4 7

 持分法による投資損失 498 1,181

 その他 98 46

 営業外費用合計 600 1,234

経常利益 23,738 13,346

特別利益   

 固定資産売却益 64 269

 投資有価証券売却益 1,669 －

 その他 42 51

 特別利益合計 1,776 320

特別損失   

 減損損失 2,545 1,086

 その他 447 428

 特別損失合計 2,992 1,515

税金等調整前四半期純利益 22,522 12,151

法人税、住民税及び事業税 8,151 7,357

法人税等調整額 569 △686

法人税等合計 8,721 6,671

四半期純利益 13,800 5,480

非支配株主に帰属する四半期純利益 2,541 2,851

親会社株主に帰属する四半期純利益 11,258 2,628
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

四半期純利益 13,800 5,480

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △3 512

 為替換算調整勘定 △176 344

 持分法適用会社に対する持分相当額 △56 73

 その他の包括利益合計 △236 930

四半期包括利益 13,564 6,410

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 11,135 3,310

 非支配株主に係る四半期包括利益 2,428 3,099
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
　至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 22,522 12,151

 減価償却費 3,181 4,050

 減損損失 2,545 1,086

 投資有価証券売却損益（△は益） △1,669 △3

 売上債権の増減額（△は増加） 110 △5,496

 営業投資有価証券の増減額（△は増加） △396 397

 仕入債務の増減額（△は減少） 68 5,468

 未払金の増減額（△は減少） △1,766 △3,185

 未払消費税等の増減額（△は減少） △955 △1,593

 その他 412 △1,170

 小計 24,052 11,706

 利息及び配当金の受取額 96 61

 利息の支払額 △4 △7

 法人税等の支払額 △11,001 △11,433

 営業活動によるキャッシュ・フロー 13,143 326

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,271 △1,481

 無形固定資産の取得による支出 △6,609 △6,861

 投資有価証券の売却による収入 1,771 62

 投資有価証券の取得による支出 △465 －

 関係会社株式の取得による支出 △832 △345

 貸付けによる支出 △1,021 △1,291

 その他 △226 12

 投資活動によるキャッシュ・フロー △8,656 △9,904

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 子会社の自己株式の取得による支出 △1,202 －

 配当金の支払額 △3,139 △3,136

 投資事業組合員への分配金の支払額 △234 △441

 その他 948 △61

 財務活動によるキャッシュ・フロー △3,627 △3,639

現金及び現金同等物に係る換算差額 △141 277

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 717 △12,940

現金及び現金同等物の期首残高 38,716 51,767

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

△8 55

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  39,425 ※  38,882
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【注記事項】

（追加情報）

　（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。

 
 
(四半期連結貸借対照表関係)

※　たな卸資産の内訳

 前連結会計年度

(平成28年９月30日)

当第２四半期連結会計期間

(平成29年３月31日)

  商品 89百万円 115百万円

  仕掛品 79百万円 190百万円

  その他 22百万円 25百万円

計 192百万円 330百万円
 

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 前第２四半期連結累計期間

(自　平成27年10月１日

　至　平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成28年10月１日

　至　平成29年３月31日)

　広告宣伝費 8,862百万円 17,041百万円
 

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年10月１日
　至　平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年10月１日
　至　平成29年３月31日)

 

現金及び預金勘定 39,432百万円 38,884百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △7百万円 △1百万円

現金及び現金同等物 39,425百万円 38,882百万円
 

 

 

EDINET提出書類

株式会社サイバーエージェント(E05072)

四半期報告書

15/21



 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間（自　平成27年10月１日　至　平成28年３月31日）

１.　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年12月11日

定時株主総会
普通株式 3,138 50 平成27年９月30日 平成27年12月14日 利益剰余金

 

 
２.　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年10月１日　至　平成29年３月31日）

１.　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年12月16日

定時株主総会
普通株式 3,142 50 平成28年９月30日 平成28年12月19日 利益剰余金

 

 
２.　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自 平成27年10月１日 至 平成28年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額

(注)

四半期連結損益

計算書計上額
メディア ゲーム

インター

ネット広告
投資育成 その他 計

売上高         

(1) 外部顧客への売上高 6,457 56,938 80,590 646 4,006 148,640 － 148,640

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
4,666 483 3,835 － 342 9,327 △9,327 －

計 11,124 57,421 84,425 646 4,349 157,967 △9,327 148,640

セグメント利益又は損失

（△）
719 15,775 7,958 70 442 24,967 △727 24,239

 

 (注)セグメント利益の調整額△727百万円は全社費用等であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であり

ます。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「メディア」、「ゲーム」、「インターネット広告」、「その他」セグメントにおいて、一部サービスの収益性

低下及びサービスの廃止等により当初想定していた収益及び費用削減が見込めなくなったため、減損損失として特

別損失に計上しました。なお、当第２四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は下表のとおりでありま

す。

メディア 40百万円

ゲーム 2,285百万円

インターネット広告 164百万円

その他 53百万円

合計 2,545百万円
 

（のれんの金額の重要な変動）

「企業結合に関する会計基準」等の改正に伴い、改正後の会計方針を遡及適用しております。なお、当該事象に

よるのれんの減少額は下表のとおりであります。

ゲーム 524百万円

インターネット広告 94百万円

その他 2,499百万円

合計 3,119百万円
 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自 平成28年10月１日 至 平成29年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額

(注)

四半期連結損益

計算書計上額
メディア ゲーム

インター

ネット広告
投資育成 その他 計

売上高         

(1) 外部顧客への売上高 8,947 70,221 94,415 897 5,410 179,892 － 179,892

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高
3,393 292 6,934 － 576 11,197 △11,197 －

計 12,341 70,514 101,350 897 5,986 191,090 △11,197 179,892

セグメント利益又は損失

（△）
△9,722 14,370 10,040 29 773 15,492 △1,185 14,306

 

 (注)セグメント利益の調整額△1,185百万円は全社費用等であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であ

ります。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（セグメント区分の変更）

第１四半期連結会計期間より、インターネット広告事業の更なる成長・強化を目的とした組織再編・事業再編

を行ったため、事業の実態に合わせ「その他事業」に属していた㈱シーエー・モバイルの広告関連事業を「イン

ターネット広告事業」に移管しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「メディア」、「ゲーム」、「インターネット広告」、「その他」セグメントにおいて、一部サービスの収益性

低下及びサービスの廃止等により当初想定していた収益及び費用削減が見込めなくなったため、減損損失として特

別損失に計上しました。なお、当第２四半期連結累計期間における当該減損損失の計上額は下表のとおりでありま

す。

メディア 30百万円

ゲーム 742百万円

インターネット広告 304百万円

その他 9百万円

合計 1,086百万円
 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年10月１日
 至 平成28年３月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年10月１日
 至 平成29年３月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 89円64銭 20円90銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

11,258 2,628

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

11,258 2,628

普通株式の期中平均株式数(株) 125,597,372 125,720,553

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 89円33銭 20円81銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額(百万円)

－ －

普通株式増加数(株) 435,289 542,944

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

－ －

 

（注）平成28年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行いました。このため、前連結会計年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額を算定しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成２９年４月２７日

株式会社サイバーエージェント

取締役会  御中

 

有限責任監査法人 ト　ー　マ　ツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小　　堀　　　一　　英 　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   瀧　　野　　　恭　　司　 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サ

イバーエージェントの平成２８年１０月１日から平成２９年９月３０日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成２９年１月１日から平成２９年３月３１日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２８年１０月１日から平成

２９年３月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半

期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サイバーエージェント及び連結子会社の平成２９年３月

３１日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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